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地域医療支援病院名称の承認について 

 

１ 申請医療機関について 

   桑名市総合医療センターは、北勢医療圏における６か所目の申請である。

（北勢医療圏５病院、中勢伊賀医療圏４病院、南勢志摩医療圏６病院、 

東紀州１病院が承認済み。） 

当該病院は承認要件を満たしており、その主な特徴は次のとおりである。 

（１）北勢医療圏桑員区域の基幹病院である。 

平成２４年４月に桑名市民病院と、民間の山本総合病院、平田循環器病 

院が統合され、地方独立行政法人として誕生。 

平成３０年４月に桑名東医療センター（基幹病院）、桑名西医療センタ 

ー（基幹病院）、桑名南医療センターの３病院の経営統合により開設。 

（２）二次救急医療機関である。 

    病院群輪番制参加病院として救急外来を実施している。 

 

２ 制度の趣旨 

  医療施設機能の体系化の一環として、患者に身近な地域で医療が提供され

ることが望ましいという観点から、第一線の地域医療を担うかかりつけ医等

を支援する能力を備え、地域医療の確保を図る病院としてふさわしい構造設

備等を有する病院について、県知事が個別に「地域医療支援病院」名称の承認

をする。 
 
３ 地域支援病院の役割 

（１）紹介患者に対する医療の提供(かかりつけ医等への患者の逆紹介も含む) 
（２）医療機器の共同利用の実施 
（３）救急医療の提供 
（４）地域の医療従事者に対する研修の実施 
 
４ 承認の要件 

（１）開設主体が、原則として国、都道府県、市町村、社会医療法人、医療法人

等であること 
 
 
 

令和２年４月３０日付で地方独立行政法人桑名市総合医療センターから 

知事あてに地域医療支援病院名称承認申請書が提出されました。 

当該病院は承認要件を満たしており、県としては、地域医療支援病院と

称することについて、適当であると認められると考えております。 
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（２）紹介患者中心の医療を提供していること（下記①～③のいずれかに該当す

ること。申請年度の前年度の患者数により紹介率・逆紹介率を算出する。） 
  ① 紹介率 80％以上であること 
  ② 紹介率が 65％以上であり、かつ逆紹介率が 40％以上であること 
  ③ 紹介率が 50％以上であり、かつ逆紹介率が 70％以上であること 
（３）建物、設備、機器等を地域の医師等が利用できる体制を確保していること 
（４）救急医療を提供する能力を有すること 
（５）地域の医療従事者に対する研修を行っていること 
（６）200 床以上の病床、及び地域医療支援病院としてふさわしい施設を有す
ること 

 
５ 承認にかかる手続き 

  都道府県知事は、地域医療支援病院の承認に当たっては、医療法第４条第２

項に基づき、都道府県医療審議会の意見を聴くこととされている。 
 
６ 承認の状況 

（１）全国の状況 

   全国で５８６病院が承認を受けている（平成３０年９月時点）。 
（２）三重県の状況 

   資料２のとおり、１６病院が承認を受けている（令和２年７月末現在）。 
 
７ 承認後の運営とフォローアップ 

（１）各病院における運営 

 ① 地域医療支援病院運営委員会の開催  

地域の医師会等医療団体の代表、都道府県・市町村の代表、学識経験者等

で構成する委員会を年４回以上開催し、病院運営等について審議する。 
 ② 地域医療支援病院の業務に関する報告書の提出 

都道府県に対し、毎年１０月５日までに業務報告書を提出する。 
（２）都道府県におけるフォローアップ 

 ① 承認状況の充足状況の確認 

   上記６（１）②の業務報告書により承認要件の充足状況について確認する

とともに、必要に応じて当該病院からの意見聴取や現地調査を実施する。 
 ② 業務報告書の要旨の公表 

   上記６（１）②の業務報告書をとりまとめ、要旨を公表する。 
 ③ 承認の取消 

   承認要件を満たしていない場合には、承認要件を充足するための年次計

画の策定を求め、計画期間経過後も承認要件が充足されない場合は、都道府

県医療審議会の意見を聴いた上で、その承認の取扱いについて決定する。 
 


